
金
揮
官
蹴
志
血
管
骨
四

り
た
り
。
予
v
今
停
来
せ
り
。
共
の
御
椀
に
、
金
に
て
梅
鉢
の
御
紋
を

附
け
た
り
。
右
梅
鉢
の
紋
、
今
の
紋
章
と
そ
の
緋
甚
だ
呉
怠
り
。
梅

鉢
の
叙
先
と
が
り
て
、
殊
の
外
す
る

E
に
見
ゆ
。
是
利
長
卿
の
御
時

代
頃
の
紋
章
の
形
、
如
v
此
た
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
銀
先
の
甚
だ
す

る
ど
た
る
に
て
も
、
そ
の
か
み
武
備
隆
ん
た
り
し
事
知
る
べ
し
。
太

卒
打
つ

r-く
に
依
り
て
、
武
備
次
第
に
鴨
神
〈
成
る
に
随
ひ
、
梅
鉢
の

紋
章
の
叙
先
次
第
に
和
か
た
る
形
に
成
り
た
る
に
や
と
、
嘉
永
頃
の

住
職
備
の
話
危
り
。
今
思
ひ
出
づ
る
ま
へ
愛
に
記
載
し
て
参
考
に

備
ふ
。

。
長
昌
山
妙
久
寺
康
跡

三
筒
屋
版
六
用
集
に
、
法
華
宗
長
昌
山
妙
久
寺
卯
辰
。
と
あ
り
て
、

京
都
本
能
寺
の
末
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
賞
寺
開
基
、

慶
長
拾
六
年
借
日
仁
建
立
。
護
起
槙
那
者
笠
間
太
郎
兵
衛
。
妨
龍
高

.
院
菩
提
所
也
。
寛
永
拾
三
年
笠
間
防
太
郎
兵
衛
微
妙
公
へ
申
上
、
堀
川

餌
指
町
民
て
寺
屋
敷
拝
領
之
底
、
共
後
御
用
地
に
被
昌
召
上
一
矯
挙
地
-

卯
炭
山
に
而
寺
地
被
v
下
移
線
。
と
あ
り
。
按
守
る
に
、
笠
間
太
郎
兵

衛
は
、
笠
閥
系
識
に
、
元
組
笠
間
奥
七
郎
初
仕
回
予
越
前
朝
倉
義
景
吋

朝
倉
氏
滅
亡
後
.
於
昌
府
中
-
仕
昌
子
高
徳
公
一
賜
昌
三
百
五
十
石
刊
英
子
太

年
第
e
菩
提
一
一
門
共
飯
岡
忠
左
衛
門
・
不
破
左
近
・
同
小
左
衛
門
・
寺

西
三
右
衛
門
申
合
、
観
音
山
之
下
丹
羽
m
織
部
上
グ
屋
敷
に
寺
建
立

設
、
則
能
樺
和
倫
を
居
置
度
旨
.
僻
録
貧
困
寺
へ
訴
訟
し
、
共
段
寺

祉
事
行
へ
申
立
候
蕗
.
開
局
相
成
‘
寅
闘
寺
雲
英
和
備
を
関
山
と
し
、

能
樺
和
倫
を
こ
世
と
す
。
然
底
明
暦
一
万
年
度
敷
替
致
し
、
本
如
来
寺

町
之
内
に
寺
池
管
仕
.
共
後
再
び
日
蓮
宗
蓮
昌
寺
上
グ
地
へ
移
線
。

と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
蓮
昌
寺
由
来
書
に
、
卯
民
泊
木
山
に
寺
建
立

之
慮
、
高
治
元
年
に
寺
焼
失
。
共
後
如
来
寺
跡
屋
敷
を
奉
v
願
拝
領
。

と
あ
り
て
、
右
火
災
は
高
治
元
年
三
月
廿
六
日
の
よ
し
記
蛾
す
。
此

の
時
月
心
寺
は
本
如
来
寺
町
を
立
退
き
、
油
木
山
蓮
昌
寺
の
跡
地
へ

移
柑
押
せ
し
も
の
危
り
。

。

心

蓮

社

門

前

向

附

d

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
K
.
心
蓮
枇
前
。
と
あ
り
て
、
心
逝
枇

の
門
前
危
る
町
家
を
い
へ
り
0

・
按
宇
る
に
.
実
和
元
年
の
心
謹
枇
鐘

銘
に
、
山
上
寺
町
と
記
載
し
‘
三
筒
屋
版
六
用
集
K
.
心
蓮
枇
及
び

月
心
寺
・
光
覚
寺
等
皆
山
上
町
と
載
せ
た
り
。
六
用
集
は
E
徳
・
享
保

頃
の
撰
怠
れ
ば
、
共
頃
は
山
上
町
へ
鹿
せ
し
に
や
。
明
治
四
年
戸
籍

編
成
の
時
よ
り
高
道
新
町
へ
属
せ
し
め
た
り
。

金
揮
官
服
志
品
骨
骨
四

一占ハ

郎
兵
衛
、
於
=
能
州
七
尾
-
被
昌
召
出
一
賜
a
四
百
石
一
仕
昌
子
高
徳
公
一
後
仕
昌

子
利
政
君
↓
共
後
陽
庚
公
被
昌
召
返
一
正
保
元
年
投
。
と
あ
り
。
さ

τ

天
明
三
年
八
月
、
妙
久
寺
井
岡
宗
宗
柴
寺
岡
住
職
共
に
女
犯
破
戒
の

事
に
依
り

τ公
事
場
に
入
牢
し
、
妙
久
寺
の
住
職
は
同
年
十
月
廿
一

日
牢
死
す
。
宗
柴
寺
の
住
職
は
磯
の
重
科
に
施
せ
ら
れ
、
雨
寺
共
に

破
却
之
官
、
同
五
年
十
月
廿
二
日
本
寺
へ
建
相
成
施
、
雨
寺
械
は
共
催

本
寺
へ
被
下
度
官
、
偶
頭
灘
谷
妙
成
寺
よ
り
出
願
に
付
‘
金
滞
務
寺

批
奉
行
よ
り
許
可
之
宮
申
建
す
。
然
臓
文
化
年
中
城
内
庚
式
向
を
抱

込
・
妙
久
寺
・
宗
築
寺
の
雨
寺
再
興
の
旨
出
願
す
と
い
へ
ど
も
、
好

曲
の
事
共
有
之
。
再
興
の
奉
成
就
せ
守
し
て
陵
止
せ
り
。
依
り

τ文

化
八
年
に
‘
卯
辰
本
光
寺
境
内
に
常
題
目
堂
を
建
立
し
て
妙
久
庵
と

鋭
し
・
尼
僧
と
れ
に
居
住
し
来
る
と
い
へ
ど
も
、
是
も
明
治
陵
務
置

臓
の
際
取
殺
ち
た
り
o
妙
久
寺
の
寺
跡
は
本
法
寺
の
後
地
に
て
、
檀

家
は
本
光
寺
へ
合
併
す
と
い
へ
り
。

。
光
岩
山
月
心
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
由
来
書
に
云
ふ
。
常
寺
開
鯛
賓
閲
寺
七
代
露

英
和
尚
開
基
也
。
露
英
は
微
妙
公
之
引
導
師
也
。
二
代
能
滞
和
尚
、
蛍

簿
士
石
黒
先
左
衛
門
養
子
に
致
し
取
立
、
出
世
成
就
に
付
、
盛
安
三

。
金
池
山
心
建
社

浮
土
宗
の
悌
利
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
記
に
一
宮
ふ
。
賞
寺
閲
組
京
都

滞
華
院
住
職
休
血
管
和
倫
‘
彼
地
退
去
後
金
滞
へ
来
り
.
慶
長
十
七
年

に
堕
屋
町
陀
寺
遊
替
之
鹿
.
寛
永
拾
四
年
河
北
郡
油
木
山
之
下
に

τ

替
地
拝
領
移
縛
仕
。
と
あ
り
。
按
歩
る
に
、
寛
永
十
四
年
に
油
木
山

の
下
へ
移
締
せ
し
も
の
は
.
火
災
に
依
り
て
跡
地
せ
し
に
や
。
三
盛

記
に
‘
寛
永
十
二
年
五
月
九
日
之
瞬
河
原
町
の
後
よ
り
出
火
、
石
油

町
・
甫
町
・
堤
町
・
尾
張
町
・
新
町
・
中
町
・
寿
町
・
訟
が
や
町
よ
り
岡
井

口
へ
押
通
し
悉
く
焼
失
す
。
此
の
時
町
中
を
惣
緋
の
外
へ
屋
殺
が
へ

被
v
命
、
町
制
調
ふ
。
と
あ
り
。

O
心
蓮
祉
関
山
休
血
管
よ
人
偉

過
去
授
に
云
ふ
。
関
山
心
蓮
枇
休
轡
露
月
上
人
、
京
都
清
滞
華
院
三

十
五
世
、
寛
永
五
戊
辰
十
二
月
十
二
日
銀
。
と
あ
り
。
天
和
元
年
所

銭
の
鏑
銘
に
、
如
v
左
記
載
せ
り
。

慶
長
年
中
草
創
、
賜
紫
沙
門
休
都
上
人
露
月
和
術
開
閑
地
也
。
穂
露
月

者
、
奮
能
州
人
長
谷
部
長
兵
衛
尉
信
漣
之
米
業
也
.
出
家
之
後
鍛
仰

築
v
日
智
行
積
孟
・
.
徳
風
褒
昌
阿
一
方
一
威
光
線
昌
遠
近
一
而
住
=
洛
陽
清
浮
華

院
二
隠
居
之
後
来
a
北
陸
-
而
築
昌
立
新
地
コ
勉
鋭
昌
寺
於
心
蓮
枇
吋
恰
比
呂
唐

七




